
「請負事業体等災害防止協議会の開催」

11 月 5 日（木曜日）に林業労働災害の防止に向けて、青森労働基準監督署と林業・木
材製造業労働災害防止協会青森県支部とともに、青森市内の新城山国有林内ほかにおいて

請負事業体等災害防止協議会を開催しました。

事業体 10 社 12 名と関係者 18 名の総勢 30 名が参加し、内真部森林事務所管内の伐採の
現場において、ハーベスタによる造材作業とフォワーダによる丸太運搬作業、椪積作業に

ついて安全点検を実施しました。請負者である青森県森林組合連合会の担当者から作業概

要等の説明の後、作業状況を点検しました。

ハーベスタによる造材作業を点検 伐倒木の伐根を点検

次に、青森市油川市民センターの会議室において、青森労働基準監督署長から「林業の

労働災害発生動向」と題し、最近の労働災害の発生状況や傾向、対策などについて講話を

いただきました。

青森労働基準監督署長の講話



続いて、2班に分かれて安全点検の結果を取りまとめ、発表しました。
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その後、青森労働基準監督署から「冬期労働災害防止運動について」、林業・木材製造

業労働災害防止協会青森県支部から「県内における重大災害の概要について」、青森森林

管理署より「東北森林管理局管内の主な労働災害について」、それぞれ労働災害事例や不

安全行動の事例を交えて説明を行い、労働災害を発生させないように引き続き努力するこ

とを誓い合って閉会しました。
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